
この章では、定義上格納されない推論された項目属性や式を冗⻑として定義し、
データベーステーブルの項目属性となる方法を説明します。
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冗⻑項目属性とその維持



ご存じのように、GeneXus はデータベースを第 3 正規形で自動的に正規化します。
つまり、複数のテーブルに存在できる項目属性は、外部キーとして機能する主キー
である項目属性のみです。

従属項目属性と呼ばれるその他の項目属性は、1 つのテーブルに格納されます。
これらの項目属性を作成元以外のトランザクションに追加すると、GeneXus はこれ
らを推論します。つまり、外部キーを介して、値が格納されているテーブルから値
を取得します。
さらに、項目属性をトランザクションの式として定義すると、項目属性は格納さ
れず、仮想の項目属性になります。

ただし、パフォーマンス上の理由により、推論された項目属性を、項目属性が推論
されるトランザクションと関連付けられたテーブルに格納したい場合があります。
また、多数の計算を実⾏する必要があり、値を取得するたびに時間がかかる式の項
目属性も、関連付けられたテーブルに格納して迅速に値が取得できるようにしたい
ことがあります。

GeneXus では、既定でテーブルに格納できない項目属性を冗⻑と定義することで、
格納可能にすることができます。
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推論された項目属性を冗⻑として定義することを参照の冗⻑性と呼びます。

その目的はパフォーマンスの向上です。たとえば、多くのレコードが関連する場
合に、別のテーブルからの推論された値の検索を最⼩限にしたい場合や、推論され
た項目属性をユーザーインデックスに含めて、テーブルに項目属性を含むインデッ
クスを定義したい場合などです。
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参照の冗⻑性



式の冗⻑性も、特に式の値を取得するために多数の計算を実⾏しなければならない
場合などのパフォーマンスの向上が目的です。

これは、特に多くのレコードから値を取得する Aggregate 式の場合に有効です。

そのため、Horizontal 式の場合は冗⻑を定義してもあまり意味がないと思われるか
もしれませんが、場合によって定義する必要があります。

たとえば、式の項目属性 InvoiceAmount を冗⻑として定義したい場合、まず、
Horizontal 式である項目属性 FlightInstanceFinalPrice を冗⻑として定義する必要
があります。
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式の冗⻑性



項目属性を冗⻑として定義するには、トランザクション構造に移動します。列の
バーを右クリックして [表⽰列の選択] をクリックし、[冗⻑] を選択して列のバーに
ドラッグして追加します。
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項目属性を冗⻑として定義する方法



[冗⻑] 列が追加されていることに注目してください。このチェックボックスを選択
することで、項目属性を冗⻑として定義できます。これを⾏うと、式の記号に冗⻑
であることを⽰す「+」記号が表⽰されます。

6



項目属性を冗⻑として定義すると、GeneXus によりプロシージャーが作成され、
式が属するレコードを編集すると、格納された値が常に更新されます。

トランザクション画⾯またはトランザクションのビジネスコンポーネントが実⾏さ
れることにより、冗⻑式の項目属性の値が変更されると、式がトリガーされて計算
が実⾏され、その結果がデータベースの物理フィールドに格納されます。

冗⻑式の項目属性に関連するトランザクションに対応する⽣成されたプログラム
には、再計算されるたびに冗⻑データを格納するルーチンが組み込まれます。

冗⻑式の項目属性の値のクエリを実⾏すると、計算を取得するための式はトリガー
されず、代わりにデータベースのフィールドに格納された値が取得されます。

式の計算に属する⼀部の項目属性の値が変更されると、GeneXus は、冗⻑項目属性
の Update プロシージャーもトリガーします。これらのプロシージャーは新しい値
を計算することを認識しており、結果はデータベースに格納されます。
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冗⻑性の維持

FlightCapacity = Count(FlightSeatLocation) + 冗⻑

トランザクションフォーム

トランザクションの
ビジネスコンポーネント



項目属性を冗⻑として定義する際には、いくつか考慮すべき制限事項があります。
まず、サブタイプを冗⻑として定義することはできません。

先ほど⾒たように、式である項目属性を冗⻑として定義するには、まず、その式を
冗⻑として定義する必要があります。

冗⻑式の定義を変更するには、まず冗⻑の設定を削除してから変更を⾏い、再度、
式を冗⻑として定義します。

冗⻑式である項目属性に従って、冗⻑として定義された Aggregation 式の場合、
複数のレベルがネストされていると、冗⻑性が正しく維持されません。
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冗⻑として定義する際の制限事項

• サブタイプは冗⻑として定義できません。

• 式である項目属性を冗⻑として定義するには、まず、その式を冗⻑として定義する
必要があります。

• 冗⻑な式の定義を変更するには、まず、冗⻑の設定を削除する必要があります。

• 複数レベルの冗⻑でない式を加算する式は、正しく維持されません。



Aggregate 式がネストされている場合の制限の例を⾒てみましょう。

ここで、CustomerTotalPurchases 項目属性は、InvoiceAmount 項目属性の Sum 
式の項目属性です。また、InvoiceAmount 項目属性も FlightInstanceFinalPrice 
項目属性 (Horizontal 式) の Sum 式の項目属性です。

CustomerTotalPurchases、InvoiceAmount および FlightInstanceFinalPrice
項目属性が冗⻑式として定義されている場合、InvoiceAmount および
FlightInstanceFinalPrice 項目属性のみが初期化されて正しく更新されますが、
CustomerTotalPurchases 項目属性は更新されません。
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式の冗⻑性に関する制限の例



冗⻑性を維持するために GeneXus で使⽤されるプログラムは、冗⻑として定義さ
れた項目属性を維持する再編成で作成されます。次のような名前になります。

- TableNameUpdateRedundancy
- TableNameLoadRedundancy

TableNameUpdateRedundancy プログラムを使⽤して、推論された項目属性の冗
⻑性を更新します。TableName は従属項目属性が格納されるテーブルの名前です。

テーブル (このテーブルの従属項目属性が他のテーブルで冗⻑として定義されて
いる) を定義するトランザクションは、そのテーブルの主キーをパラメーターとして
渡し、TableNameUpdateRedundancy プログラムを呼び出します。

TableNameLoadRedundancy プログラムは TableName テーブルの冗⻑性を再計
算します。TableName は冗⻑項目属性が格納されるテーブルです。

推論された冗⻑項目属性の場合、このプロシージャーは従属項目属性が格納される
テーブルにアクセスし、その値で冗⻑項目属性が推論されるテーブルを更新します。

冗⻑式の項目属性の場合、プロシージャーは式に関連する項目属性を含むテーブル
にアクセスし、計算を実⾏して、冗⻑式の項目属性が定義されたテーブルのその項
目属性を更新します。

例を⾒てみましょう。
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冗⻑性を維持するために作成されるプロシージャー

GeneXus では次のプロシージャーが自動的に作成されます。

• TableNameUpdateRedundancy: 推論された項目属性が冗⻑となるテー
ブルで、その冗⻑性が維持されます。

• TableNameLoadRedundancy: TableName で、式および推論された項目
属性の両方の冗⻑性が再計算されて更新されます。



Trip トランザクションで、推論された項目属性 CustomerName と
CustomerLastName を冗⻑にするとします。

Customer トランザクションで項目属性 CustomerName または
CustomerLastName が変更されるたびに、CustomerUpdateRedundancy プロ
シージャーが自動的に呼び出され、これらの値が最新に保たれます。

これを影響分析で⾒てみましょう。
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従属項目属性の冗⻑性



まず、Trip テーブルを再編成する必要があります。推論され、格納された項目属性
CustomerName と CustomerLastName が作成されるためです。

さらに、2 つのプロシージャーがあることが確認できます。1 つは Customer、
もう 1 つは Trip という名前です。
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従属項目属性の冗⻑性 (続き)



Customer というプロシージャーをクリックすると、実際の名前は
CustomerUpdateRedundancy であることが分かります。

これは CustomerId に基づいてフィルタされる Customer テーブルにアクセスし
(For First Customer)、次に CustomerId 外部キーの値でフィルタされる Trip 
テーブルにアクセスして、それに対して UPDATE を実⾏します。

このプロシージャーは、Customer テーブルの CustomerName および
CustomerLastName 項目属性が変更されたときにトリガーされ、Trip で冗⻑に
なっている CustomerName と CustomerLastName の値を更新します。

Trip というプロシージャーを選択すると、名前が TripLoadRedundancy であるこ
とが分かります。

このプロシージャーは Trip テーブルの CustomerName および
CustomerLastName 項目属性の更新をトリガーします。
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従属項目属性の冗⻑性 (続き)



この例では、式項目属性 FlightInstanceFinalPrice を冗⻑として定義します。
ご覧のように、FlightInstanceFinalPrice 項目属性が格納された項目属性として作成
される FlightInstance テーブルの再編成に加えて、Flight および FlightInstance 
というプロシージャーが表⽰されています。

Flight プロシージャーの影響分析を⾒ると、名前が FlightUpdateRedundancy で
あることが分かります。これにより、式を統合する FlightPrice 項目属性の値から、
冗⻑項目属性 FlightInstanceFinalPrice を更新します。

そのために、主キー FlightId によりフィルタされる Flight テーブルにアクセスして、
外部キー FlightId によりフィルタされる FlightInstance テーブルに対して For 
each を実⾏します。そして UPDATE を実⾏して FlightInstanceFinalPrice 項目属
性を更新します。

FlightInstance をクリックすると、それが FlightInstance テーブルを参照し、
Flight テーブルにアクセスして式を再計算し、FlightInstance テーブルに格納され
た FlightInstanceFinalPrice 値を更新していることが分かります。
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式項目属性の冗⻑性



GeneXus では冗⻑性が自動的に維持されますが、場合によっては明⽰的に更新する
必要があります。

たとえば、New を使⽤してプロシージャーから更新したい冗⻑項目属性がある場合
などです。

この例では、式の項目属性 CustomerFullName は、冗⻑として定義されており、
項目属性 CustomerName と CustomerLastName の連結から値を取得します。
プロシージャーのソースでは、並⾏した New 節により Customer テーブルに 2 つ
のレコードが作成されています。

この場合、Customer テーブルで冗⻑として定義された CustomerFullName 項目
属性の値は更新されません。

このような場合のために、ナレッジベースで定義された⼀部の冗⻑性を更新できる
[冗⻑性をリビルド] ユーティリティが⽤意されています。

このユーティリティを実⾏するには、gxlred プログラムを呼び出す必要があります。
これにより <テーブル名> loadredundancy という名前のすべての冗⻑性プログラ
ムが呼び出されます (たとえば、CustomerLoadRedundancy など)。

Call メソッドを使⽤して、このプログラムをイベントから呼び出してコミットを実
⾏することもできます。
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冗⻑性のリビルド

プログラム: gxlred

CustomerFullName 項目属性は
自動的には更新されないため、
gxlred を呼び出して更新する
必要があります。



考慮すべきもう 1 つの点は、冗⻑項目属性への Null 許容の割り当てです。

開発者は、冗⻑項目属性の Null 許容を管理できません。次の基準に従って、
GeneXus が自動的に計算します。

推論された項目属性は、冗⻑性の元の項目属性が Null 許容の場合、冗⻑項目属性も
Null 許容になります。

元の項目属性の Null 許容が No に設定されている場合、冗⻑項目属性が Null 許容
になるかどうかは対応する外部キーの Null 許容の設定によります。
対応する外部キーが null の場合は、冗⻑項目属性も null になります。それ以外の場
合は、冗⻑項目属性は null になりません。

冗⻑として定義されたグローバル式は null 値を受け入れません。

このトピックの詳細と、推論された項目属性や式の項目属性を冗⻑として定義する
ための⼀般的な情報については、GeneXus の wiki を参照してください。
http://wiki.genexus.jp/hwikibypageid.aspx?6661
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冗⻑項目属性と null

GeneXus では冗⻑項目属性が null になるかどうかが自動的に管理されます。

• 推論された冗⻑項目属性: 
• 元の項目属性が null の場合、冗⻑項目属性も null になります。
• 元の項目属性が Null 許容 = No の場合、外部キーが null の場合のみ冗⻑項目

属性が null になります。

• 冗⻑式の項目属性

冗⻑項目属性の詳細については、http://wiki.genexus.jp/hwikibypageid.aspx?6661 を
参照してください。
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